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第一章 緒 言

結 核 症 二於 テ 病 機 ノ進 展 ト共 二 低 血 堅 テ示 ス

ハ 既 二Marfan(1),Bandelieru .Roepke(2),

Kuthyu.Wolf-Eisner(3,,Brockmann(4),

Naumann(5)等 ノ認 ムル所 ニ シテ、Junker(6},

Reynaud〔7⊃ 等 ハ 結 核 症 ノ初 期 症 状 トシテ 重 要

睨 シタ ル モMasten(9),Bunta(io)川 上(111)氏等 ハ

反 封 二豫 後 不 良 ナ ル者 ハ漸 次 血歴 減 少 ス ト唱 セ

リ。 吾教 室 二於 テ モ 小 倉(8)ハ肺 結 核 患 者 ノ血 歴

テ経 過 二從 ヒテ測 定 観察 シ、 結 核 患 者 ニ ア リテ

ハー 般 二低 血 歴 テ示 シ、 豫 後 良 好 ナ ル モ ノハ漸

次 血歴 上昇 テ來 タ ス テ認 メ タ リ。

結 核 症 低 血歴 ノ褒 生 機 輔 二關 シ テ ハJohns(i2》

ハ燈 力 ノ減 少 ト併 行 ス ト唱 シ、 且ensen〈i3)ハ 肺

組 織 ノ廣 範 園 二亙 ル 崩 壌 或 ハ肋 膜 癒 著 、 慢 性 呼

吸 困 難 ガ原 因 ナ リ ト論 ズ ル モ結 核 菌 毒 素 昌依 ツレ

中 毒 ガ 重 要 ナ ル 因子 テ 爲 ス ト考 フル モ ノニ

Brockmann(4),Reznicek(14),Preobraschensky

(15),Laktianowa㈹ 等 ア リ。特=Levy,Reznicek

(1D,Bauer(18)其 他 ハ 「ツベ ル ク リ ン」ガ血 歴 下 降作

用 テ呈 ス ル テ報 ゼ リ。近 時 「ツベ ル ク リン」ノ化學

的検 索 盛 ン トナ リ、 ソ ノ生物 學 的 作 用 テ呈 スル

各種 物 質 孔、漸 次 軍 閣 二分離 セ ラ レ、「ツベ ル ク リ
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ン」 ノ複 雑 ナル 作 用 モ順 次 關 明 サ レツ ・ ア リ。

「ツベ ル グリ ン」ノ血 歴 下 降作 用 ガ如何 ナ ル物 質

ノ存 在 二基 クカ テ糾 明 ス ルハ甚 ダ興 味 ア ル問題

ニシテ未 ダ先人 ノ報告ナキ所 ナリ。余ハ此貼 テ

慮 リ以下述 プルガ如キ實験 テ企テ柳力得ル所 ア

リタルテ以ツテ弦 二報告スベシ。

第二章 實験方法

培養 基 、 結 核菌 ノ培 養 二當 リ從 來 ノ 「グ リセ リ

ン、ブ イ ヨ ン」ニ テ ハ 「ペ プ トン」ノ如 キ血 歴 下 降

二關係 アル物 質 テ含 有 シ、 且 肉 汁 ノ如 キ化 學 的

二複 雑 ナ ル構成 テ有 スル物 ラ含 有 ス ル ガ故 二本

研究 二向 ヒテハ 不 適 當 ト認 メ、Long(ig)ノ 合 成

培 地 テ使 用 セ リ。 其 虜 方 次 ノ如 シ。

Asparagin

Ammo血iumzitrate

Potassiumacidphosphate

Sodiumcarbonate

Sodiumchloride

Magnesiumsulfate

FerriCammOniUmZitrate

Glyzerol

Waterto

5.Ogr

5.O.

3.0.,

3.0,,

2.0,,

1.0,,

0.05,,

50.Occ

lCOO.0,,

之 テ容量 約300琵 ノ三 角 「コル ベ ン」-200妬 宛

分 注 シ、搬 氏 百度 ニ テ30分 間3同 、間歓 滅 菌 セ

ル モ ノラ培 養 基 トセ リ。

菌 株、使 用 菌株 ハ線 テ竹 尾結 核 研 究 所 所 藏(傳 染

病研 究 所 ヨ リ分 壌)ノ モ ノ ー シテ、強 毒 人 型 結 核

菌 トシテハ上 池 株 、 弱 毒 人 型 結 核 菌 株 ト シテ ハ

青山B株 ラ用 ピタ リ。 其 他 牛 型結 核 菌5鳥 型 結

核 菌、B、C、G'「 キ ユ リー 」菌 、 「トロ ンペー テ

ン」菌、「メル ラ」菌 、「ク ラ レ」菌 、「パ リニ ヨー.菌

テ豫 メ液禮培地上二移植セルモノテ使用 セリ。

培養濾液製法、是等諸菌株 ヲ前記培養基二移植

シ囁氏約38度 ノ艀卵室二入 レ、7乃 至8週 間後

菌苔 ガ液面全部 テ覆 ヒ登育良好ナル モ ノテ選

t'、之テ撮氏百度1時 間滅菌 シ菌禮 テ濾過 シ、

濾液 テ蒸登皿二取 リ、水浴上ニテ原培養液 ノ10

分1量 二濃縮 シ、濾過 シタルモノテ用 ピタリ。

血歴描垂、髄重約2Mi雄 性家兎テ選 ビ、20%「 ウ

レタン」溶液テ盟重冠當 リ10妬 ノ割二腹腔内二

注入 シ麻酔充分ナルテ待 チテ頸動脈 テ分離 シ

「カニユ レー」デ描入 シ、之テ水銀 「マ ノメータ

ー」二接績セ シメ煤紙上二血歴 テ描輩 シセメタ

リ。

別出家兎腸管蓮動拉別出海猿 子宮蓮動描叢、約

1.5糎 ノ長サー、切断 セル家兎小腸片或ハ海猿子

宮片 テ鈎 ノ間二挾 ミ囁氏38度 二恒温 トセルタ

イロー ド氏液100耗 中二浸 シ、常二酸素「ガス」

テ通 ジツ ・蓮動 セシメ、之テマグヌス氏装置 テ

用 イテ煤煙紙上二描叢セシメタリ。而 シテ是等

蓮動 二封 スル諸種藥液 ノ影響 テ検 スル際ニハ直

接臓器片 二鰯 レザル檬注意 シ容器二壁二沿 ヒ注入

セリ。

第三章 實験成績

第 一節 人 型 結核 菌培 養濾 液 ノ

・'血 歴 下 降作 用 二就 テ

緒言二於 テ既述セノヒ如 ク「ツベルクリン」ガ血歴

下降作用 テ呈スルハ諸學者 ノ主張 スル所ナルモ

多クハ「グリセリン、ブイヨン」培地ニヨル蕾「ツ

ベルクリン」ラ用 ヒテ爲セル成績 ナレバ、其組成

明白ナル合成培地ニヨル人型結核菌培養濾液ガ

果 シテ血歴下降作用 テ呈スルヤヘー慮検討 ノ必

要ア'リ。依 ツテ余ハ前=章二述ベ タル如キ血歴 描

壷i装置テ用 ヒ、家薦血歴 テ描叢 セシメツ・静二

人型結核菌上池株拉青山B株 培養母液 ノ10分

1濃 縮液 テ家兎5匹 二各 禮々重冠當 リ0.5妬 ノ割

一テ耳静脈内二注入 シタルニ明カニ血歴下降テ

來 タセリ(第1.2圖)。 其下降持績時間ハ3乃 至

4分 ニシテ下降度 ハ上池株培養濾液農縮液 ニテ

ハ卒均13粍 水銀柱ニシテ青山B株 ノ夫 レノ場合

ニテハ準均10粍 水銀柱ナ リ
。 即 チ前者 ノ方稽

ヒ下降度大ナル傾向アリ。薔「ツベ ルクリン」(傳
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染 病 研 究 所 製)ラ 同檬 家 兎盟 重 冠 當 リ0・5耗 ノ

割 二用 ヒ タル ニ 同様著 明 ナ ル血 歴 下 降 作 用 ア リ

タ リ(第3圖)。 持 績 度 ハ同様3乃 至4分 ニ シテ

下降 度 卒 均19粍 水銀 柱 ナ リ。

封 照 トシテLongノ 培 地 テ其 儘卿 卵 室 二 入 レ7

乃 至8週 間 後 取 出 シ10分1量 二 濃縮 シ 同様 ノ

方 法 ニ テ家 兎臆 重冠 當 リ0.5妬 ノ割 二川 ヒ タル

モ何 レ ノ家 兎 モ其 ぜ翫墜 二攣 化 子 示 サザ リキ(第

4圖)。

第 二 節 血 趣 下 降 作 用 ノ・培 養 濾 液 ノ

如 何 ナ ノレ「フ ラ ク チ オ ン 」二 在 リ ヤ

菖 「ツベ ル ク リ ン」及 合 成 培 地 二於 ケ ル人 型 結 核

菌 培 養 濾 液 ガ家 兎血 腿 下 降 作 川 ラ呈 スル ハ 既 二

前 節 二於 テ明 カ ナ リ。 コ ノ作 用 ガ 如何 ナ ル物 質

ノ存在 二因 ル カ テ窺 知 セ ン ト欲 シ余 ハ先 ヅ人 型

結 核 菌 上 池 株 及 青 山B珠 夫 々 ノ培 養 濾 液 テ ノk々

以 下述 プ ル ガ如 キ 「フ ラク チ オ ン」二分 チ血 歴 下

降 作 用 ガ何 レ ノ 「フ ラ ク チ オ ン」二在 ル ヤ ラ検

セ リ^

第 一項 三臨 化 酷 酸 沈 澱 性 「フ ラ クチ オ ン」

Longノ 無 蛋 白 培 地 ラ 用 ヒ テ結 核 菌 ラ培 養 ス

ル ニ 結 核 菌 ノ檜 殖 ト共 二其 培 養 液 中 二蛋 白禮

表 ハ レ 「ツ ベ ル ク リ ン」皮 膚 反 慮 テ 呈 ス ル

物 質 ハ1三 ト シ テ 之 一 關係 テ有 ス ル 事 護 明 セ

ラ レ、Seibert,Long[;?]等 ハ三 藍 化 酷 酸 テ 用

ヒ テ 之e純 樽 二分 離 セ リ。 他 面Zipf(2'2・ 脱

繊 維 素 血 液 ヨ リ、 血 暦 下降 物 質 ノ分 離 二際 シ除

蛋 白剤 ト シ テ 毒性 比 較 的 少 久 爾 後 ノ操作 二

於 テ 除 去 ノ 容 易 ナ ル三 盤 化 酷 酸 テ使 用 セ リ。

余 ハ 先 ヅ 人 型 結 核 菌 培 養 濾 液 ヨ リ蛋 白艦 ノ除

去 テ 企 テ 是 等先 人 二倣 ヒ テ12%三 臨 化酷 酸

テ 濾 液 ノ3分1量 二 當 ル量 テ濾 液 二加 へ、 静

二擁 絆 シ約30分 間 放 置 シ、 遠 心 分 離 シテ 上澄

液 テ別 二取 リ、 此 沈 澱 テ3%三 監 化 酷 酸 液 ニ テ

撒 同 洗1條 シタ ル後 原 濃縮 液 ト同 量 ノ蒸 溜 水 一=溶

カ シ中性 トセ リ。 之 テ家 兎膿 重妊 當 リ0.5琵 ノ

割 二耳 静 脈 内 二注 入 シ血 歴 二及 ボ ス影 響 テ検 シ

タ ル ニ第5圖A、B二 示 ス如 ク極 メ テ輕 度 ノ下

降 作 用 アル テ認 メ タ リ。 原 濾液 ノ夫 レニ遙 力 三

及 バ ズ。

第 二 項 三 盤 化 酷 酸 濾 液 ノ「ヱ ー テ ル」

移 行 性 「フ ラ ク チ オ ン」

前 項 ニ テ得 タ ル 上 澄 液 テ 分 離 漏 斗 二入 レ「ヱー

テ ル」 テ以 ツ テ 撒 同振 盈 シ「ヱー テル」移 行 性 物

質 テ抽 出 シ、 「ヱ ー テ ル」ラ蒸 褒 乾 固 セ シム ルニ

赤 褐 色 無 定 形 ノ物 質 テ得 タ リ。 之 テ原 濃 縮 液 ト

同 量 ノ蒸 溜 水 二溶 カ シ、 中 性 トナ シ タル後 家 兎

罷 重冠 當 リ0.5琵 ノ割 二耳 静 脈 内 二注 入 セル ニ

家 兎 血 駆 ハ認 ム可 キ 攣 化 テ 示 サザ リキ(第6圖

A、B)

第 三 項r盤 化酷 酸 濾 液 ノ無 水 「アル

コホ ル」可 溶 性 「フ ラク チ オ ン」

前 項 ニ テ「ヱー テ ル」テ以 ツ テ振 盈 セ シ溶液 二10

%1!了性 曹 達 溶 液 テ 加 ヘ テ 弱 酸 性 トナ シ囁 氏40

度 以 下 一 テ減 歴 乾 固 シ、 之 テ可 及 的 細 小 二粉砕

シ無 水 「アル コホ ル」テ加 ヘ テ浸 出、 濾 過 シ、濾

液 テ蒸 畿 セ シメ、 残 渣 ラ原 培 養 濾 液 ノ濃縮 液 ト

同 量 ノ蒸 溜 水 二溶 カ シ、 中性 トナ シ、前 項 ト同

様 ノ方 法 ニ テ家 兎血 歴 二封 スル影 響 テ検 シタル

ニ認 ム可 キ慶 化 無 カ リキ(第7圖A、B)。

第 四項 残 リ ノ「フ ラ ク チ オ ン」(以下

軍 二第 四 「フ ラ クチ オ ン」ト稻 ス)

第 三 項 ニ テ無 水 「アル コ ホ ル」ラ以 ツ テ浸 出 シタ

ル残 リ ノ沈 澱 テ撒 同1ヱ ー テル 」ニ テ澱 條 シ、 乾

燥 ス ル ラ待 チ テ原 濃縮 液 ト同 量 ノ蒸 溜 水 二溶 カ

シ、 家 兎 膿 重 冠 當 リ0.5妬 ノ割 二耳 静 脈 内 二注

入 シ家 兎 血 歴 二封 ス ル影 響 テ検 シタ ル ニ第8圖

二示 ス如 ク原 培 養 濾 液 濃 縮 液 ト略 く同程 度 ノ家

兎 血 歴 下 降 作 用 アル テ認 メ タ リ。 即 チ其 持 績 時

間 ハ略13-一 一4分 ニ シ テ上 池 株 ヨ リ得 タル第 四

「フ ラ クチ オ ン」一 テ ハ其 下 降 度12粍 水銀 柱 ニ

シテ青 山B株 ヨ リ ノ第 四 「フ ラ クチ オ ン」ニテ ハ

10粍 水 銀 柱 ナ リキ。

第五 項 三 盤 化 酷 酸 ノ血 歴 二及 ボ ス影 響

前 記 第 一 、 二 及 四 項 二得 タル 「フ ラ クチ オ ン」中

ニ ハ三 盤 化 酷 酸 ラ含 有 ス ル ハ明 カナ リ。 即 チ三

盤 化 酷 酸 ノ家 兎血 歴 二及 ボ ス景響 如何 テ検 スル

必 要 ア リ。 依 ツ テ3%三 盤 化酷 酸 テ10%苛 性
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曹 達溶液 ニ テ中和 シ家 兎膣 重冠 當0.5妬 ノ割 ニ

テ家 兎耳 静脈 内 二注 入 セ ル モ血 歴 ハ何 等攣 化 テ

示 サザ リキ(第9圖)。

第 六 項 小 括

人型 結 核 菌 上 池株 拉 青 山B株 培 養 濾 液 ラ(1)三

盛 化酷酸 沈 澱 性 「フ ラ ク チ オ ン」。(2)其 上 澄 液

ノ「ヱ ー テ ル」移 行 性 「フ ラ ク チ よ ン」。(3)同 無

水 「アル コ ホ ル」可 溶 性 「フ ラ クチ オ ン」及 其残 リ

ノ4「 フ ラ クチ オ ン」二分 チ夫 々家 兎 血 歴 二及 ボ

ス影響 テ検 シタ ル ニ第1ノ 「フ ラ クチ オ ン」ニ テ

ハ輕 度 ノ下 降 作 用 ラ認 メ タル モ第2、3「 フ ラ ク

チ オ ン」ハ影 響 無 久 第4「 フ ラ クチ オ ン」ハ殆 ン

ド原 培 養 濾 液 濃 縮 液 ト同 程 度 ノ血 歴 下降 作 用 ア

ルテ認 メ タ リ。 而 シテ操 作 ノ途 上加 ヘ タル 三墜

化 酷酸 ハ血 歴 二何 等 影響 無 キ テ知 ル故 人 型 結 核

菌培 養濾 液 ノ血 歴 下 降作 用 ハ 圭 ト シテ 第4「 フ

ラ クチ オ ン」二存 スル テ知 リタ リ。

第 三 節 第 四 「フ ラ ク チ オ ン1ノ 性 状

前 節 ノ實験 ニ ヨ リ人 型 結 核 菌培 養 濾 液 中 二存 ス

ル血歴 下 降物 質 ハ 三 盤 化 酷 酸 沈 澱 性 「フ ラク チ

オ ン」中 二僅 カニ混 在 スル モ 大 部 分 ハ 三 盤 化 酷

酸 濾液 中 ニ ア リテ而 モ其 「ヱー テ ル」不 溶 、 無 水

「アル コホ ル」不 溶 性 「フ ラ ク チ オ ン」中 一 アル テ

知 リタ リ。 故 二該 「フ ラ ク チ オ ン」二就 キテ諸 性

歌 テ検 査 シ次 ノ性 状 テ呈 ス ル物 質 ノ存 在 ス ル テ

知 リタ リ。

第 一 項 物 理 的 性状

該 「フ ラ クチ オ ン」ノ分 離 過 程 ヨ リ明 カ ナ ル 如

ク人 型 結核 菌培 養濾 液 ノ主 要 血歴 下 降物 質 へ

《1)三 盤化 酷 酸 ニ ヨ リテ沈 澱 セ ズ、(2)「 ヱ ー

テル」二移 行 セ ズ、(3)無 水 「アル コホ ル」二溶

解 セズ、(4)水 溶 性 ナ リ。(5)此 水溶 液 テ囁 氏

97度1時 間 加 温 ス ル モ 血 歴 下 降作 用 二攣 化 テ

來 タサ ズ。 ・

第二 項 化 學 的 性歌

諸種 化學 反 慮 テ検 セル ニ次 ノ如 シ。

(1)「 ピウ レ.ト 」反慮 陰 性 。(2)ミ ロ ン氏 反 慮

陰 性.く3)「 オ ル チ ンJ盤 酸 反 慮 陽 性.(4)バ

立巳L二 氏 「ヂ アツォ」反 慮 陽 性。(5)結 合 燐 酸 反

慮 陽 陞。(6)「 フ イ ヒテ ンスパ ン」反 慮 陰 性 。

第 三項 藥 理 的 作 用

第4「 フ ラク チ オ ン」テ原 濃 縮 液 ト同量 ノ蒸 溜 水

二溶 カ シタ ル モ ノラ タ イロー ド氏 液100耗 テ容

レ タル容 器 二1.0耗 静 カ ニ注 入 スル ニ液 中 二浸

セ ル別 出家 兎腸 管 ハ其運 動 テ急 二制 限 ス ル ニ到

レ リ。 即 チ第4「 フ ラ ク チ オ ン」テ原 濃 縮 液 ト同

量 ノ蒸溜 水 二溶 解 シ タ イロー ド氏 液 中 二 入 ル ・

二其1.O%濃 度 ニ テ著 明 二別 出 家 兎 腸 管蓮 動 抑

制 作 用 ア ル テ知 リ タ リ。 辱

叉 別 出 海猿 子 宮蓮 動 二及 ボ ス影 響 ラ検 スル ニ當

リテハ 同様 ノ方法 ニ テ其0.5妬 ニ テ既 二著 明 ナ

ル充 進 作 用 ア ル テ認 メ タ リ(第10、11圖)。 封 照

ト シテ7乃 至8週 間艀 卵 室 二放 置 セ ルLongノ

培 地10分1濃 縮 液 ニ ツキ 同様 ノ方 法 ニ テ 同量

テ用 ヒテ雨 作 用 ノ有 無 ラ検 シ タル ニ斯 ル作 用 無

キ テ知 リタ リ(第12、13圖)。 更 二薔 「ツ ベ ル ク

リ ン」拉 二人 型 結 核 菌 培 養 濾 液 テ同量 用 ヒ テ同

様 検 査 シ是 等 二於 テハ著 明 ナ ル別 出 家 兎腸 管運

動 抑 制 作 用 蛇 二別 出海 狼 子 宮 蓮 動 充進 作 用 アル

テ認 メ タ リ1第14、5、6、7圖)。

第 四項 小 括

人 型 結 核 菌 培 養 濾 液 ノ 三 盤 化酪 酸 濾 液 中 「ヱー

テ ル」不 溶 、 無 水 「アル コホ ル」不 溶 性 「フ ラ クチ

オ ン」ノ物 理 的、化 學 的 拉 二藥 理 的 性歌 テ通 覧 観

察 ス ル ー 此 「フ ラク チ オ ン」ノ諸 性状 ハZipf(22)

ガ脱 維 素 血 液 ヨ リ血歴 下降 物 質 トシテ分 離 セ ル

「ア デ ノ ジ ン」物 質 ノ夫 レニ極 メ テ ヨ クー致 スル

テ知 リ タ リ。

第 四 節 他 ノ血 腿 下 降 物 質 「ヒ

ス タ ミ ンj「 ヒ ヨ リ ン」及 ピ 「カ

リ ク レ イ ン」ト ノ鑑 別

人 型 結 核 菌培 養 濾 液 三 盤 化 酷 酸 濾 液 ノ 「ヱー テ

ル」不 溶 、 無 水 「アル コホ ル」不溶 性 「フ ラ クチ オ

ン」ノ諸 性 駄 ガ 「ア デ ノ ジ ン」物 質 ノ夫 レニ 極 メ

テ ヨ クー致 ス ト錐 モ、 他 ノ血 歴 下 降物 質 二就 イ

テ モー 慮 ノ考 慮 テ要 スル ヤ勿 論 ナ リ。

第一 項 「ヒ ス タ ミ ン」ト ノ鑑 別

バ ウ リー ノ「ヂ7ツ ォ」反 庶 陽 性 ナ ル テ以 ツ テ 先
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ヅ第一 二考 慮 ス可 キ ハ「ヒ ス タ ミス」ナ リ。Zipf(22)

ニ ヨ レバ 盤 酸 加 水 分 解 テ 施 シ タル場 合 「アデ ノ

ジ ン」物 質 ハ其 血 歴 下 降作 用 消 失 ス レ共 「ヒ ス タ

ミ ン」ハ却 ツ テ上 昇 作 用 テ 生 ズ ト云 フ。 余 ハ 氏

二倣 ヒ第4「 フ ラ クチ オ ン」テ原 濾 液 ト同 量 ノ蒸

溜 水 二溶 カ シ、之 二10%盤 酸 テ7.5倍 量 加 へ囁

氏97度 ニ テ1時 間 浸 漬 シタル後 囁…氏40度 以 下

ニ テ減 墜 乾 固 セ シメ、之 一95%「 アル コホ ル」約

100耗 テ 加 へ 再 ビ乾 固 セ シ ム。 斯 ク 「アル コホ

ル」一 テ 洗 條 ス ル事2同 ノ後 得 タル 固形 物 ヲ蒸

溜 水 二溶 シ苛 性 曹 達 ニ テ 中和 シ原 濾 液 ト同量 ナ

ル 如 ク シ家 兎 ニ ツ キ其 膿 重 冠 當 リ0.5妬 ノ割 二

耳 静脈 内 二注 入 セ ル ニ血 歴 下 降作 用全 ク溝 失 セ

ル テ 知 リタ リ(第18圖)。 又 「ヒス タ ミ ン」ハ無

水 「ア ル コホ ル」可溶 性 ナ ル テ 以 ツ テ 本 「フ ラ ク

チ オ ン」中 二存 在 セザ ル モ ノ ト考 フル モ可 ナ リ。

第 二 項 「ヒ ヨ リ ン」艦 トノ鑑 別

「ヒ ョ リ ン」艦 ノ 家 兎 血 歴 下降 作 用 ハ 「ア トロ ピ

ン」前 塵 置 一 ヨ リ 減 弱或 ハ清 失 ス ト云 フ。 余 ハ

100倍 硫 酸 「ア トロ ピ ン」溶 液 ラ 家 兎膣 重 冠 當 リ

0.8耗 ノ割 二 皮 下 注射 テ施 シ30分 後 第4「 フ ラ

ク チ オ ン」水 溶 液 テ 注 入 スル ニ 其 血 歴 下 降 度 ハ

塵 置 前 ト攣 化 ナ キ ラ知 リタ リ(第19圖A,B,C,

D>。

第 三 項 「カ リ ク レ イ ン」トノ盤 別

Freyu.Kraut(23)ハ 血 液 中 ニ ー種 ノ 血 歴 下 降

性 「ホ ル モ ン」テ提 唱 シ、 「カ リク レイ ン」ト名 ヅ

ケ タ リ。 氏等 ニ ヨ レバ此物 質 ハ蛋 白沈 澱 剤 ニ ョ

リテ沈 澱 シ、 酸及 ピ「アル カ リ」二弱 ク熱 土敏 感

ナ リ ト。 今 第4「 フ ラク チ オ ン」ノ血 歴 下 降 作 用

ガ囁 氏97度1時 間慮 理 λル モ憂 化 セ ズ、且 第4

「フ ラ ク チ オ ン」自 ラ三 盤 化 酷 酸 濾 液 ヨ リ得 タ ル

モ ノナ ル テ以 ツテ、 本 「フ ラク チ オ ン」ノ血 腿 下

降 作 用 ガ 「々 リク レ イ ン」二 因 ル トハ考 へ得 ラ レ

ズ。

叉「ヒスタミン」「ヒョリン雌 「カリクレイン」ハ

別出家兎腸管蓮動二封 シ充進的二作用 スル(李

林㈹)テ以 ツテ本物質ニトハ容易二鑑別 シ得 ラル。

第 五節 人 型 結核 菌培 養 濾液 ヨ リ

血 歴 下 降 物 質 ノ純 梓 分 離 二 就 テ

以 上 ノ實 験 ニ ヨ リ人 型 結 核 菌培 養 濾 液 中 ノ血 座

下 降 物 質 ハ 「アデ ノ ジ ン」物 質 二極 メテ相 似 タル

モ ノタル可 キハ 想像 二難 カ ラザ ル所 ナ ル モ爾 之

テ確 謹 セ ン ガ爲 之 ガ純 梓 分 離 テ企 テ タ リ。

先 ヅ 人 型 結 核 菌 上 池 株 ノLong氏 培 地 培 養7乃

至8週 間 ナ ル モ ノ ヨ リ 此 ガ濾 液 約20立 テ 作 リ

之 テ2立 二加 温 濃縮 シ其3分1量 二當 ル量 ノ12

%三 盤 化 酷 酸 テ加 ヘ テ除 蛋 白 テ行 ヒ其 濾 液 ラ中

性 トシタ ル後 水銀 酷 酸 拉 苛 性 曹 達 ヲ加 へ、 生 ジ

タル沈 澱 テ遠 心 分 離 シ沈 澱 テ敷 同 蒸溜 水 ニテ洗

1條シ、 此 沈 澱 テ蒸 溜 水 一 ト リ硫 化 水 素 テ通 ズ。

生 ジタ ル黒 色 沈 澱 ヲ濾 過 シ、 濾 液 二室氣 テ通 ジ

テ硫 化 水 素 ラ追 出 シ、 酷 酸 ニ テ弱 酸 性 トシタル

後 中 性 酷 酸 鉛 テ 以 ツ テ 「ヌ ク レオ チー ド」「フ ラ

クチ オ ン」テ沈 澱 セ シム。 此 沈 澱 テ 蒸 溜 水 テ以

ツテ再 ビ洗 條 シ可 及 的 少 量 ノ蒸 溜 水 二俘游 セ シ

メ、 再 ビ硫 化水 素 テ通 ズ。 生 ジ タル黒 色沈澱 ラ

濾 過 シ濾 液 二室氣 ヲ通 ジテ硫 化 水 素 テ脱 出 セ シ

ム。 之 二温 飽 和 ノ「バ リ・,ト」水 ヲ「フヱ ノー ル フ

タ レイ ン」中性 トナ ル迄 加 へ 生 ジ タル 沈 澱 テ除

去 シ、 濾 液 テ 中性 ニ シタ ル後 倍 吊'ノ 「アノレコボ

ル」テ加 へ 生 ジ タル沈 澱 ラ集 メテ盤 化 「カル シウ

ム」乾 燥 器 中 一 テ 乾 燥 セ シメ、 之 テ 細粉 ニ シテ

蒸 溜 水 ニ ト リ、 「ガ ラス」玉 ラ混 ジテ振 盈器 ニ カ

ケ強振 ス。 不 溶 解 物 ヲ除 キ、 濾 液 二再 ピ 「アル

コホ ル」テ加 へ、 生 ジ タル 沈 澱 テ乾 燥 ス。 之 テ

細粉 ニ シテ少 量 ノ蒸 溜 水 ニ ト リ、 硝 子 玉 ラ混 ジ

テ強 振 シ、 不 溶 解 物 ラ去 リ 濾 液 テ 硫 酸 ニテ 「コ

ンゴ ー ロー ト」酸 性 ニ シ 硫 酸 「バ リウ ム」ノ沈 澱

テ 去 ル。 此 濾 液 二 「ア セ トン」テ加 フル ニ微 細 ナ

ル結 晶 析 出 ス。 之 テ 集 メ 「エ ー テ ル」ニテ洗際

シ、 乾 燥 器 二保 存 ス。

此 溶 解1一ノ・搬 氏194-6度 ナ リ。 温 水 二溶 ケ其

水溶 液 ハ 「オル チ ン」盤 酸 反 慮 陽 性、 パ ウ リー 氏

「ヂ ア ツ オ」反 慮 陽 性 ナ リ。 而 シテ著 明 ナ ル血 座

下 降作 用 ア リ(第20圖)。

之 レZipf(22)ガ 脱 織 維 素 血 液 ヨ リ分 離 セ ル 「ア

デ ニー ル」酸 トidentischナ ル モ甚 ダ シク微 量
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ナル爲 化學 分析 二訴 へ得 ザ リ シバ遺 憾 トスル塵

ナ リ。

第 六 節 諸 種 抗 酸 性 菌 培 養 濾 液 中

二 於 ケ ノレ血 厘 下 降 物 質 ノ槍 索

人型 結核 菌 培 養濾 液 中 ニ ハ 血歴 下 降 物 質 「アデ

ノジ セ」物 質 ノ存 在 セル事 既 述 ノ如 シ。 然 ラバ

他 ノ結 核 菌 拉其 他 抗 酸 陞菌培 養 濾 液 中 ニ テ モ亦

斯 カル物 質 存在 セザ ル ヤ否 ヤ、 若 シ有 リ トセバ

該抗 酸 陞菌 ノ・毒力 乃 至 ハ免 疫 原 性 トノ關 係 ヤ如

何、 之 テ探 究 スル ハ 甚 グ興 味 アル所 ナ リ。

余 ハ傳 染 病 研 究所 分 譲 ニ ナ リ竹 尾 結 核 研 究 所 所

蔵 中 ノ牛 型 結核 菌、B,C,G鳥 型 結 核 菌、 「キ

ユ リー 」菌(B.LepraeCurrie)、 「トロ ンペ ー テ

ル」菌(Trompeter,Frankfurta/M.研 究 所)、

「メル ラ」菌(M611ergrasbacillus) 、 「ク レ、グ」

菌(B.LlepraeCleg9)及 「・Neリ"ヨ ー 」菌(Parie

naud;ParinaudscheConjunktivitisヨ リ分 離)

テ人型 結 核 菌 ト同一 方 法 ニ テ 同期 間培 養 ラ行 ヒ

濾液 ラ作 リ、 之 ヨ リ所 謂 第4「 フ ラ クチ オ ン」テ

製 シタ リ。 之 テ夫 々原 培 養 濾 液 ト同量 ノ蒸 溜 水

二溶 カ シ之 テ健 常 家 兎 盟 重 冠 當 リ0・5耗 ノ割 二

耳静 脈 内 二注 入 シ血 歴 二及 ボ ス影 響 テ観 察 シタ

ルニ其 成 績 第21圖(A-一 且)二 示 ス 如 シ。 即 チ

牛型 結核 菌、B,C,G鳥 型 結 核 菌 培 養 濾 液 ノ第

4「 フ ラ クチ オ ン」ニ テ ハ明 カ ニ血歴 下 降 作 用 ア

ル テ認 メ タ リ。 而 シテ牛 型 結 核 菌 ノ夫 レハ人 型

結核 菌 上池 株 拉 青 山B株 培 養 濾 液 第4「 フ ラ ク

チ オ ン」 ノ夫 レ ニ 比 シ 下 降 度 略 ≧同 一 ナ ル モ

B,C,G及 鳥型 結 核 菌 培 養 濾 液 第4「 フ ラ クチ オ

ン」ノ血歴 下降 度 ハ 人 型 拉 牛 型 結 核 菌 ノ 夫 レニ

比 シ輕 度 ナ ル ガ如 シ。 而 シテ 「キュ リー」菌 、「ト

ロ ンペー テ ル」菌 、 「メル ラ」菌 、 「ク レッグ」菌 、

「パ リー ヨー」菌 ノ培 養 濾 液 第4「 フ ラクチオ ン」

ハ斯 ル血 堅下 降 作 用 テ認 メ得 ザ リキ
。 更 二別 出

家 兎腸管 蓮 動 拉 別 出 海 倶 子 宮 蓮 動 二及 ボ ス是 等

抗 酸性 菌培 養 濾 液 第 四 「フ ラ クチ オ ン」ノ影 響 テ

人型 結 核 菌 ノ場 合 二於 ケ ル ト同 量 用 ヒ同檬 ノ方

法 ニテ検 シタル ニ前 三 者 ニ テハ著 明 ナ ル腸管 蓮

動抑制 作 用拉 子宮 蓮 動 充 進 作 用 ア リ タル モ後 五

者 ノ夫 レハ斯 カル作 用 無 カ リキ(第22圖A一 且

及 第23圖A一 且)。

次 二是 等 抗 酸 性菌 培 養 濾液 第4「 フ ラ クチ オ ン」

ニ ツ キ人 型 結 核 菌 ノ夫 レ ノ場 合 二於 ケル如 ク諸

種 化學 反 慮 テ検 シ タ ル ニ 前 三 者 ノ夫 レニテ ハ

「オル チ ン」盤 酸 反 慮 陽 性 、パ ウ リー 氏 「ヂ アツ、」

反 慮 陽 性、結 合 燐 酸 反 慮 陽 性 ニ シテ 「ビ ウ レ,ト 」

反 癒 、 「ミロ ン」反 慮、 「フ イ ヒテ ンス ハ ン」反 慮

ハ 陰 性 ナ リキ。 然 ル ニ後 五 者 ノ夫 レハ 以 上 ノ化

學 反 磨 何 レモ陰 性 ナ リキ。

從 ツテ牛 型 結 核 菌 、B,C,G鳥 型 結 核 菌培 養 濾

液 中 ニ ハ 人 型 結 核 菌 培 養 濾 液 ト同様 デ 「アデ ノ

ジ ン」物 質 ノ存 在 テ推 定 シテ可 ナ 多 ン。

第 七 節 「コ レ ラ」菌 、赤 痢 菌 、及

大 腸 菌 培 養 液 中 二於 ケ ル 已

「ア デ ノ ジ ン 」物 質 ノ槍 索

結 核 菌培 養 濾 液 中 二 「ア デ ノ ジ ン」物 質 ノ出現 ス

ル ハ 既 二前 節 二於 テ明 カ ナ ル所 ナ ル モ其 他 病 原

性 細 菌 培 養 液 中 二於 テ モ亦 斯 カル物 質 存 在 セザ

ル ヤ否 ヤ テ知 ラ ン ト欲 シ以 下 ノ如 キ實 験 テ企 テ

タ リ.

即 チ微 生 物 病 研 究 所 ヨ リ「コ レ ラ」菌 、(人 原 、稻

田株)、 赤 痢 菌(志 賀 菌 〉及 大 腸 菌(KosM.株)

ノ分 與 テ乞 ヒ、 之 テ直 径約3糎 大 ノ滅 菌 試験 管

二分 注 セルFraenkel【59)氏 合 成培 地 二 移 植 シ

タ リ。 「「 レ ラ」菌 ノ培 養 二當 リテ ハ特 二其 培 養

基 ノPHテ 炭 酸 曹 達 溶 液 ニ テ7・2ナ ル 如 ク 修

正 ノ上 用 ヒ タ リ。 是 等 テ 囁 氏38度 艀 卵 器 二保

ツ事5日 ノ後 取 出 シ充 分 掴 濁 シ居 ル モ ノ ・ ミテ

選 ビ用iCタ リ。 之 テー一書ma氏60度 一 保 チ タ

ル後 更 二囁 氏100度 ニ テ1時 間滅 菌 テ行 ヒ蒸 嚢

皿 ニ テ 原 量 ノ10分1量 二迄 加 温 濃縮 シ其3分

1量 ノ12%三 監 化酷 酸 テ加 ぺ 約30分 後 強 力 遠

心 器 ニ テ沈 澱 テ除 去 シ透 明 ナ ル上 澄 テ得 タ リ♂

之 テ苛 性曹 達 ニ テ 中和 シ「エ ー テ ル」ニ テ振 温 、、

更 二 減 厘iノ下 ニ テ 乾 固 セ シ メ、 無 水 「アル コ ホ

ル」ニテ洗 條 シ残 渣 テ原 量 ノ10分1量 ノ蒸 溜 水

二溶 解 セ シ メ之 ガ化 學 反 慮 拉藥 理 作 用 テ検 シタ

ル ニパ ウ リー氏 「ヂ ァ ツ オ仮 慮 、∫オル チ ン」盟 酸
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反鷹、結合燐酸反鷹何 レモ陰性ニシテ且家兎盟

重冠 當 リ1.0妬 テ耳静脈内二注入スルモ血歴二

攣化ナク タイロー ド氏液中2-一.3%ナ ル如 ク混

ズルモ其中二浸 セル別出家兎腸管拉別出海摸子

官ハ其運動 二攣化 テ起サザ リキ。從 ツテ余 ノ實

験二於 テハ是等細菌毒素中二「アデノジン」物質

ノ存在 テ考慮 シ得ザルナ リ。

第 八節 「アデ ノジ ン」物 質 ノ

結 核家 兎血歴 二及 ボス影 響

「ツ(ごルクリン」拉之 ヨiJ分 離 セル所謂第4「 フ

ラクチオン」ガ健常家兎血駆二封 シ下降性二作

用スルハ既屯述ベタル所ナ リ。是等 テ結核家兎

二用 ヒタル場合其血駆 ガ如何 ナル態度ヲ表ハス

カラ検 スルハ甚グ興味 アル所ナ リ.依 ツテ余 ハ

以下 ノ如キ實験 ラ重 ネタリ。

即 チ豫 メ健康ナル家兎二傳染病研究所分譲 ニナ

ル當研究所所蔵 ノ牛型結核菌1薩 テ耳静脈内二

注入 シ約40日 テ経 タル後實験 二供 セリ。 「ツベ

ルクリン」蛇第4「 フラクチオン」注射 二當 リ テ

ハ毎 常 家 兎 一 ツ キ其 禮 重 ラ嚴 密 二検 シ1冠 當 ウ

菖 「ツA"ル ク リ ン」(傳染 病研 究 所 製)ハ0.5耗 ヲ

又 第4「 フ ラ ク チ オ ン」ハ原 濾 液 二換 算 シ其0.1

耗 二當 ル量 テ注 入 セ リ。 注 入 二先 立 チ該 家 兎血

墜 テ測 定 セ リ其 成 。績 ハ 第25、6、7、8圖 二示 ス斑

シ。 即 チ 健 常 家 兎4匹 ノ血 堅 ハ 夫 々51、65、

65、及71粍 水 銀 柱 ニ シテ結 核 家 兎4匹 ノ血 歴 ・・

夫 々55、55、59、 及46粍 水 銀 柱 ニ シテ 結 核稼

兎 ノ血 歴 バー 般 二健 康 家 兎 ノ夫 レー比 シ低 キ傾

向 ア リ。 健 常 家 兎4匹 二菖 「ツ ベ ル ク リ ン」テ桝

入 セ ル 場合 其 血腰 下 降 度 ハ夫 々37%、40%、35

%及37%ニ シテ 結 核 家 兎4匹 二於 テハ夫 々二

29%、27%、30%及22%一 シテ 前 者 ト比較 封

照 ス ル ニ 其 下 降 度 一 般 二 僅 少 ナ リ。 第4「 フ ラ

ク チ オ ン」注 入 両 當 リテ モ 健 康 家 兎 ニ テ ハ其 血

歴 ハ23.5%'、19%、17%及28%ノ 降 下 アルa

反 シ結 核 家 兎 ニ テ ハ22%、17%、22%等 ノ血

歴 降 下 ア リテ前 者 二比 シ僅 少 ナ ル テ認 ム ル ナ

リ。

第四章 総括拉考按

以 上 ノ成 績 テ総 括 ス レバ次 ノ如 シ。 即 チLong

ノ合 成 培 地 一人 型 結 核 菌 上池 珠拉 青 山B株 テ培

養 檜 殖 セ シ メ タル培 養 濾 液 ハ菖 「ツ ベ ル ク リ ン」

ト同様 家 兎 血歴 二封 シ下 降 性 二作 用 シ、 此 濾液

テ(1)三 盤 化 酷 酸 沈 澱 性 「フ ラ クチ オ ン」、(2)

三 盛 化酷酸 濾液 ノ 「エー テ ル」移 行 性 「フ ラ クチ

オ ン」、(3)同 無 水 「アル コホ ル」可 溶 性 「フ ラ ク

チ オ ン」、(4)其 残 リ(第4「 フ ラ ク チ オ ン」)ノ

4「 フ ラク チ オ ン」弟分 チ各 々 家 兎 血墜 二及 ボ ス

=影響 テ検 シタル ニ 第1「 フ ラ ク チ オ ン」ハ極 メテ

輕 度 ノ下 降 作 用 ア リタ ルモ 第2、3「 フ ラ クチ オ

ン」ハ影 響 ナ ク、 第4「 フ ラ クチ オ ン」二著 明 ニ

シ テ原 濾液 ト略 ㌃同 程 度 ノ下 降 作 用 ア ル テ認 メ

タ リn依 ツ テ此 第4「 フ ラク チ オ ン」二就 キ其 血

歴 下降 物 質 ノ物 理 的 化學 的、 拉 藥 理 的 性 歌 ラ検

シタ ル ニZipfガ 脱 繊 維 素 血 液 ヨ リ血 歴 下 降 物

質 ト シテ分 離 シタ ル 「ア デ ノシ ン」物 質 二極 メ テ

ヨ クー 致 スル ノ成 績 ラ得 タ リ。 而 シテ人 型 結 核

菌 上 池 株培 養 濾 液 ヨ リ 之 ガ純 檸 分 離 テ 企 テ タ

ル ニ熔 解ll囁i氏194--6度 ナ ル 白 色 結 晶 テ得 タ

リ。 此 水溶 液 二就 ノ観 ル ニ 「オル チ ン」盤酸 反慮

陽 性 、パ ウ リー ノ 「ヂ ア ツ オ」反 鷹 陽 性 ニ シテ 家

兎 血 歴 テ著 明 二下 降 セ シム。 斯 ク ノ如 キ物 質 ガ

他 種 結 核 菌 蛇 傷 結 核 菌 培 養 濾 液 中 二於 テモ亦 出

現 セザ ル ヤ テ検 討 シ、 牛 型 結 核 菌B,C,G,鳥

型 結 核 菌 培 養 濾 液 中 ニ テ モ亦 斯 カル物 質 存 在 ス

ル テ確 メ得 タ リ。 然 レ共 「キ∴リー」菌 、'「トロ ン

ペ ー テ ル」菌、 「メ ル ラ」菌 、 「ク ラ レ」菌、 「バ リ

三 ヨー」菌 培 養 濾液 中 ニハ 斯 カ ル 物 質 存 在 セザ

ル ラ知 リ タ リ。

又 「コ レラ」菌 、 赤 痢 本型 菌,及 大腸 菌 無 素 中 昌

本 物 質 存 在 セザ ル ヤ テ疑 ヒ探 究 セ ル モ 之 テ 謹

明 シ得 ザ リキ。 而 シテ菖 「ツベ ル ク リ ン」拉 所謂

第4「 フ ラ ク チ オ ンJラ 結 核 家 兎 耳静 脈 内 二注 入

セ ル ニ其 血 歴 下 降度 ハ健 常 家 兎 ノ揚 合 二比 シ僅

少 ナ ル テ認 メ タ リ。
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抑 々 「アデ ノ ジ ン」物 質 ノ圭 膣 テ ナ ズ ア デ ノ ジ

ン」燐 酸 ハ其 化 學 構 造 式 ノ示 ス如 ク、一 種 ノ核 酸

ニ シテ 「プ リ ン」盤 基 二糖 及 ビ燐 酸 ラ配 セ ル モ ノ

ニ シテLebeneu.Thanhausen(501ガ 初 メ テ醸

母 「ヌ ク レイ ン」酸 ヨ リ 分 離 セル モ ノー シテ 「ア

デノ ジ ン」燐 酸 及 「ア デ ノジ ン」ノ生 理 的 作 用 二

關 シテ ハDruryu.Szent-Gy6rgyic5i)及 徳 永(35・

ハ家 兎 、猫 、 牛 、 猿 ノ血 歴 テ下 降 セ シメ、 冠 状

血管 櫨張 作 用 テ有 シ、腸 運 動 テ抑 制 ス ル ヲ認 メ、

Bennetu.Drury(52)及Euleru.Gaddum(53)

ハ海 瞑 子 宮蓮 動 充進 作 用 アル ヲ 認 メ タ リ。 「ア

デ ノ シ ン」物 質 ガ人 脱 繊 維 素血 液 中 二存 在 ス ル

ハZipf(22)ノ 指 摘 セ ル所 ニ シテ、 筋 肉 内 二於 テ

モ亦 存 在 スル事 ハSchwarzmann「27),Fahrenk-

aipf(28)等 ニ ヨ リ護 明 サ レ タ リ。 本 物 質 ノ病 理

學的 意 義 二關 シテハ 森川i29)ハ「イ レウ ス」時 腸 組

織 中 ら 「ヒス タ こ ン」ト共 二本物 質 ノ檜 量 スル ラ

認 メ腸管 痂 癖 二封 シ本 物 質 ガ重 要 意 義 アル テ唱

シ、武 田岡 ハ急 性腹 膜 炎 時 腹部 臓 器 拉禮 液 ノ浸

出液 中 二本物 質 ノ」曾量 ス ル テ 認 メ タ リfi叉 中

山㈹ ハ 「レ ン トゲ ン」線 大 量 照 射 時 家 兎 血液 中 二

本物 質 ノ檜 量 スル テ知 リ、 「レ ン トゲ ン」宿 醇 二

封 シ本 物質 ガ ー定 意 義 アル ヲ認 メ タ リ。

結核 菌膿 中=核 酸 ノ存 在 スル ・概 二Ruppel(37)

ノ記述 セル所 ニ シテ氏 ハ之 テ「ツ 〈ごル ク リ ン」酸

ト命 名 セ リ。其 後Brownu.Johnson'38)・ ・結

核 菌膣 ヨ リ其 重 量 ノ1.5%量 ノ核 酸 テ得 テ之 テ

検 シ、 「ア デニ ン」、 「チ ミ ン」、 「チ トヂ ン」、 「グ

アニ ン」テ含 ムTetranukleotidナ リ ト唱 セ リ。

從 ツテ 結 核 菌培 養 濾液 中 一 「モ ノヌ ク レオ チー

ド」及 「モ ノヌ ク レオ シー ド」タル 「ア デ ノ ジ ン」

物 質 ノ出 現 ス ルモ敢 ヘ テ異 ト入 ル ニ足 ラザ ル ナ

リft

然 レ共 核 酸 ガー 般 二血 駆 下 降作 用 テ 呈 ス ル ハ

窪羅 隅 諸 家 ノ認 ム ル所 ナル ラ以 ツ テRuppelノ

謂 フ「ツベ ル ク リ ン」酸 或 ハBrownu.Johnson

ノ謂 フTetranukleotid及 其 分 解 産 物 タルMo-

nonukleotid,Mononukleosid更 二最 終 分 解 産

物 タル 「プ リ ン」盤 基 、 「ピ 咳 ミヂ ン」聰 基 、 糖 及

燐 酸 ガ此結 核 菌培 養 濾 液 ノ血 歴 下降 作 用 二關與

セザ ル ヤ否 ヤハー 磨 ノ考 慮 テ要 ス ル所 ナ リ。 柏

原36㌧ 城 野 圏 及 中Ilj(5り等 ノ研 究 二 因 レバ 核 酸 及

其 分 解 産 物 中著 明 ナ ル血 駆 下 降作 用 ヲ呈 ス ルハ

「アデ ノ ジ ン」物 質 拉 二 「チ チ ジ ン」物 質 一 シ テ

Polynukleotid及 他 ノMononukleotid及Mo-

nonukleosidノ 血歴 下 降作 用 ハ著 シ ク微 弱 ニ シ

テ最 終 分解 産 物 タル燐 酸 糖 、 「プ リ ン」騨 基 、

「ピ リ ミヂ ン
、盤基 二到 リテハ血 駆 下 降作 用 認 メ

難 シ ト唱 セ リ。 從 ツ テ今 結 核 菌培 養 濾液 ノ血歴

下 降 作 用 物 質 如何 ヲ論 ズル ニ當 リ其 下 降度 、他

ノ物 理 的拉 化學 的反 慮、 藥 理 作 用 ヨ リ考 へ問題

トナ ル 可 キ ハ 「ア デ!ジ ン」物 質 蛇 「チ チ ジ ン」物

質 ノニ 者 ノ ミナ リ。 最 近 城 野(58)ハ「チ チ ジ ン」物

質 ノ藥 理 作 用 ヲ検 シ其 家 兎血 腿 下 降作 用 ハ著 明

ナ ル モ別 出家 兎腸 管 蓮 動 抑 制 作 用蚊 別 出 海狽 子

宮 蓮 動 充 進 作 用 ハ極 メテ微 弱 ナ リ トセ リ。 今 余

ガ結 核 菌 培 養 濾 液 及 其 第4「 フ ラ ク チ オ ン」テ以

ツテ ナ セ ル家 兎血 腿 下降 作 用 、 別 出家 兎腸 管 蓮

動 抑 制作 用 拉 別 出 海 復 子 宮 蓮 動 充 進 作 用 テ観 察

ス ル時 此培 養 濾 液 中 ノ血 歴 下 降物 質 ガ 「チ チ ジ

ン」物 質 二 因 ル トハ到 底 考 慮 シ得 ザ ル ナ リ。

「ア デ ノジ ン」物 質 ノ血歴 下 降 作 用機 轄 ガ圭 トシ

テ末梢 血 管 ノ旗 張 二 由 ル ハZipf(26)ノ 實 験 二徴

シ明 カ ナ リ。 而 シテ 「ツベ ル ク リ ン」中 二斯 ク ノ

如 キ末 梢 血管 籏 張作 川 テ呈 ス ル ハ既 二岩 佐 、河

端 ㈹ ノ瞼 知 セ ル 所 ニ シテ、 氏 等 ハ 「ツベ ル ク リ

ン」 テ 「コ ロ ヂ ウ ム」製 濾 膜 透 析 性 部 分 卜非 透 析

性 部 分 二分 チ、 何 レ ノ部 分 モ末梢 血管 憤 張 作 用

アル テ認 メ タ リ。 「アデ ノ ジ ン」物 物 ガ透 析 梢 ζ

困 難 ナ ル ハZipfノ 得 タル知 見 一 シテ氏 等 ノ實

験 モ 「ツベ ル ク リ ン」中 一 「アデ ノジ ン」物 質 ノ存

在 スル テ考 慮 スル時 容 易 二首 肯 シ得 ル ナ リ.

高 橋 ㈹ ノ・鳥 型 結 核 菌 テ用 ヒB.Langeci-i・ ハ 「ト

ロ ンペー テ ン」菌 及 亀 結 核 菌 テ 用 ヒテ 海狸 二封

ス ル病原 性 蛇 二人 型 結 核 二封 スル免 疫 原 性 テ調

べ 何 レモ陰 性 ナ リ トセ リ。

余 ハ鳥 型 結 核 菌培 養 濾 液 中 二於 テハ人 、 牛 型 結

核 菌培 養 濾 液 ト伺 様 「ア デ ノ ジ ン」物 質 ノ存 在 テ1
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認 メ、 「トロ ンペー テ ン」菌培 養 濾 液 中 一 テハ認

メ得 ザ リキ。 從 ツ テ余 ノ得 タル此 成 績 ト高 橋 及

Langeノ 成 績 テ併 セ 考 フル時 ハ 「アデ ノ ジ ン」

物 質 ト海瞑 二封 ス ル結 核 病 原 性 及 人 型 結 核 二封

ス ル免 疫 原 性 トハー 定 ノ關 係 ナ キ モ ノ ・如 シ。

然 レ共 「トロ ンペー テ ン」菌 、「キ ー リー 」菌 、 「メ

ル ラ」菌 、 「ク ラ レ」菌、 「バ リニ ヨー」菌 等 ノ抗 酸

性 菌 培 養 濾 液 中 ニ テハ 本物 質 存 在 セ ズ シテ、人 、
　

牛、鳥型等温血動物結核菌培養濾液中二於 テ存

在 スルハ抗酸性菌分類上興味 アル知見 ト云 フ可

シ。

西 村(60)、Schoffer,Folkoffa,Bayne(6i)等 ハ病

原 性 細 菌 二於 テ又 藤 野 ㈹ ハ牛 痘 及 水痘 病 原 艦 二

於 テ其 禮 中核 物 質 ノ存 在 テ識 明 シ タル テ以 ツ テ

余 モ亦 是 等 病 原 菌 菌膿 ノ自家融 解 液 中 二於 テ ハ

結 核 菌培 養 濾 液 中 二於 ケ ル ト同檬 「アデ ノ ジ ジ」

物 質 出現 セ ザ ル ヤ テ疑 ヒテ其 諸 性 状 テ検 シタル

モ 「アデ ノ ジ ン」物 質 ニー 致 ス ル所 見 テ見 出 シ得

ザ リキ。

結 核 動 物 ガ健 常 動 物 二 比 シ 結 核 菌 及 「ツベ ル ク

リ ン」"封 ス ル 反 慮 態 度 ノ異 ルハ1891年R

Koch㈹ ガKochsehePh5nomenテ 報 告 シテ

以 來 認 メ ラル ・所 ニ シテ1906年Pirquet(64>ノ

Allergie二 關 ス ル報 告以 來 此 現 象 モ ー 般 ニハ

結 核 「ア レル ギー」ト シテ取扱 ハ ル ・二到 レ リ.

今 余 ノ成 績 テ観 ル ニ結 核 家 兎 ガ 「ツベ ル ク ザ巧

拉 其 一 部 タル第4「 フ ラク チ オ ン」二封 シ健 常家

兎 トハ 其 血 歴 降 下 度 二於 テ異 リタル態 度 テ示 ス

モ ノナ ル事 テ明 ニ セ ル ナ リ。 結 核 「ア レル ギー」'

観 察 ノー 方 法 トシテ興 味 アル モ ノナ リ。 然 レ共

結 核 家 兎 二 於 テ 「ツベ ル ク リツ 」拉 其 第4「 フ ラ

クチ オ ン」注 入時 血 歴 下 降 度 健 常 家 兎 二 比 シ 輕

度 ナ リ ト云 フ モ結 核 感 染 後 ノ 日数 拉 其 菌 量等 ニ

ヨ リテハ其 下 降 度 二於 テ如 何 ナ ル差 異 ラ生 ズ ル

ヤ モ計 リ難 久 且 又 「ツ 〈ごル ク リ ン」中 ノ血 巫下

降 物 質 タル 「ア デ ノ ジ ン」物 質 二封 ス ル拒 否物 質

ガ結 核 家 兎 膿 内 三生産 セ ラル ・爲 二斯 ク ノ如 キ

現 象 テ生 ズ ル カ或 ハ 反慮 力 ノ減 退 二基 ク カ即 チ

今 村 教 授 ㈹ ノ 「ア レル ギ ー」分 類 二從 ヒテ云 ヘバ

過 敏 性 「ア レル ギ ー」二属 スル カ 或 ハ 鈍 感 性 「ア

レル ギ ー」二屍 ス ル カバ 俄 カ ニ 断 定 シ得 ザ ル所

ニ シテ今 後 ノ研 究 二挨 ツ可 キ モ ノ ト信 ズ。'

第五章 結 論

(1)菖 「ツベ ル ク リ ン」及 合 成 培 地 ニ ヨル人 型 結

核 菌培 養 濾 液 ハ家 兎 血唾 テ下 降 セ シム。 ロ ング

氏培 地 ノ 更ニ テハ斯 カル作 用 ナ シ。 從 ツ テ人型

結 核 菌 培 養 濾 液 ノ血 歴 下 降作 用 ハ其培 養 過程 二

於 テ生 ジタ ル モ ノナ リ。

(2)人 型 結 核 菌培 養 濾 液 ノ主 要 血 歴 下 降 作 用 テ

潰 ズ ル物 質 ハ 三 盤 化 酷 酸 ニ ヨ リ沈 澱 セ ズ、「ヱ ー

テル」及 無 水 「ア ル コホ ル」二溶 解 セ ズ。パ ウ リー

氏 「ヂ ァ ツ オ」反 慮 、「オル チ ン」盤 酸 反 磨i拉 二結

合 燐 酸 反 慮 テ呈 ス。

(3)本 物 質 ハ別 出家 兎腸 管 蓮 動 テ抑 制 シ、 別 出

海 瞑 子 宮 蓮 動 テ充 進 セ シム。

(4)本 物 質 ハ 「ヒス タ ミン」、 「ヒョ リ ン」、「カ リ

ク レイ ン」ト鑑 別 シ得 。

《5)本 物 質 ノ純 埣分 離 テ企 テ 白色 ノ結 晶 テ得 タ

リ。 其 熔 解 鮎 ハ 囁 氏194-6度 ニ シテ 其 水溶 液

ハ 「オ ル チ ン」監 酸 反 慮 、盛 ウ リー 氏 「ヂ アツ オ」

反 慮 テ呈 シ著 明 ナ ル血 歴 下 降 作 用 ア リ。

(6)以 上諸 性質 ヨ リ考 フル ニ人 型 結 核 菌培 養 濾

液,血 歴 下 降作 用 ハ 圭 ト シテ 「アデ ノジ ン」物 質

二因 ル 可 シ。

(7)牛 型 結 核 菌 、B,C,G鳥 型結 核 菌培 養濾 液

中 ニ テ モ同 様 「ア デ ノジ ン」物 質 ノ存 在 テ験知 シ

得 ル モ 「トロ ンペー テ ン」菌 、「キ ュ リー」菌 、「メ

ル ラ」菌 、「ク レ ラ」菌 、rバ リニ ヨー 」菌 培 養 濾液

ニ ア リテ ハ 之 テ認 ム能 ハ ザ リキ。

(8)「 コ レ ラ」菌 赤 痢 本 型 菌 、 蚊 大 腸 菌 培 養 液 中

ニ テ 自家 融 解 テ 起 サ シメ タル モ其 溶 液 中 ニハ

「アデ ノジ ン」物 質 ノ出現 テ謹 明 シ得 ザ リキ。

(9)牛 型 結 核 菌1彪 接 種 成 熟 家 兎 二接種 後約40

日 テ 経 テ 蕗 「ツベ ル ク リ ン」拉 所 謂 第4「 フ ラク

チ オ ン」テ耳 静 脈 内 二 注 入 セル ニ 健 常 家 兎 二比



井 下 論 文 附 圖(D

第1圖

人型結 核菌上池株培養濾液
ノ家 兎血歴 二及ボ ス影響

第2圖

人 型 結核 菌 青lllB株 培 養 濾

液 ノ家 兎血厘 二 及ポ ス影響

第3圖

∫`}「ツ ベ ル ク リン 」ノ'ξく兎

血 厭 ニ ノ支ホ ス影 纏

第4圖

・ ンゲ氏 培 養 液 ノ家

兎血1嘆 二及 ボ ス影響

第5圖

士高養i慮;夜ノ 三瞳fヒ酉告酸 ごtl殿・ドヒ 「フラ

クチ オ ン」 ノ家 兎血1購 二及 ボ ス影 響

A.(」=池 株i)B.("i山B株)

第6圖

モ騨 化酷 酸 濾 液 ノ「エー テ ル」移 行畦 「フ

ラ クチ 才 ン 」 ノ家 兎血腿 二 及 ボ ス影 響

A。(上 池 株) B.(青 山B株)

第7圖

三騨 化酷 酸濾 液 ノ無 水 「ア ル 」
ホ ル」 可溶性 「フラ クチ オ ン」

ノ家 兎血 雁 二及 ボ ス影 響

A.(上 池 株)B.(青 山B株)

第8圖

培養 濾 液第 四 「フ ラ クチ オ ン」
ノ家 兎血 雁 二 及 ボ ス影 響

A.(上 池 株) B.(青 山B株)

第9圖 →

396=三 騨 イヒ酷 酸 ノ啄く

兎血 歴 二 及 ボ ス影 響



井 下 論 文 附 圃(L2)

第10圖

第 四1フ ラ クチ オ ン」ノ別 出家 兎

腸 管 運動 二t]ボ ス影管(1cc)

↓

ll
占」]_」 乳

ml阻n臨 隠

1い1

～

』

㎜
蝋

」
織罷

納

.へ・(」 池 株)B.(ll∫IIIB株i)

第11圖

錦 四「フ ラ クチ ォ ン」ノ別 出海 倶

子 宮 蓮動 二及 ボ ス影響(0.5cc)

↓一

A.(L池 株)bい:j'山b峯 宋ノ

第12圖

ロ ン グ氏 培 地 ノ別 出家 兎腸 管

運 動 二及 ボ ス影響 〔1.Occ)

第13圖

・ン グ氏 培地 ノ別 出 海狸 子

宮 運 動 二及ボ ス影 響(0.5cc)

第14圖

菖 「ツベ ル ク リン」ノ別 出家 兎
腸 管 運動 二 及 ボ ス影警(1.Occ}

第16圖

L池 株培"i濾 液 ノ別出家 兎腸管運動
並 二別出海1冥∫噛 運動 二及ボ ス影響

一
A腸 管 運動)(10cc)

且

(
子
宮

運

動

》

(
6

・
五

㏄
)

第15圖

慈 及
「ボ

1還
,こ影

遷

Y」?

ワ器

溜)

彊

書

錺
　 ニ
4τ夙∫``,

第17圖

青山B桝 こ培 養濾液 ノ易川B〈 兎腸管蓮動
並 場 川 海1冥子宮蓮亜力二及ボス影響

腸 管運 動 子 宮 運 動

(1.Occ)(0.5cc)

第18圖

第 四 「フラ クチ オ ン」ノ脳 酸 加 水

分 解 液 ノ家 兎血川蛙二及 ボ ス影 響

A.(上 池 株1 B.(11i山B株)



井 下 論 文 附 圃(紛

第19圖(A,B)

上池 株策 四 「フ ラクチ オ ン」 ノ 「ア ト ロ

ピンJ虎 置家 兎血厘 二及 ボ ス影響

Al匙 置 前 B.喧 置 後

第19圖(C,D)

青 山B株 第 四「7ラ クチ オ ン」 ノ「ア ト
・ピ ン 」電置 家 兎 血歴 二 及 ボ ス影 響

C.L.9置 前 D.虚 置 後

第21圖

諸 師 抗酸 性1符培 養 濾1夜第 四「ノラ クチ オ ン」ノ家 兎 血歴 二 及 ボ ス影 響

第20圖

人 型結 核菌 培養

i慮液 ヨ リ糸屯木卒ニ

ラ〉離 一ヒノし写勿τ{ノ

血厘 ド降 作 川

A.)牛 型 辛Ili核菌

一

E.)トuン ヘ テー ル1宥

B.B.C.G. C.鳥 型結 核 菌D.)キ ユ リー 菌

FJメ ノし ラ 菌 G.ク レ ツ ク1笥 H.,ハ リ ヨ ー 菌

第22圖

諸 秤抗 酸 性 菌培 養濾 液 節 四「フラ クチ オ}1ノ 別 川 家 兎 腸 搾1里動=及bス 影轡(1 .Occ)

■■■■■■■ 薗 ■ ■■■■■■■■

A.1牛 型糸Ilf核菌B .BC.G.

一
c..rγ1巳 り辛lll核 菌

D・)キ ュ リ ー 菌 ヘ テ ー ・し 菌
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第25圖

健 康 家 兎 血 川旺.一コ 彰Lス ∫イ1

「ツ ベ ル ク リ ン 」ノ影 響

,へ.ドF条ll乏19m薯T)Hg.〈3795)

ドF年1斐26mlnIlg.(40ぢ)B.

ドFl臼斐23mmIlg.(3505)

 

C

ド降 度26mmHg.(3705)DJ
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第23圖

諸 種 抗 酸 性 菌 培 鐵 癌1嫡 四 「 万 ク チ オ ン 」・

易りttlテ毎狸 」∫先㍗,で運fカ ーκと才ごス1∫!多響(0 .5cc)

A.、 牛 剛結 核 菌BB.C.G.C.鳥 型名屠1核菌D .、キ ユ リー 菌

ノし 菌

E. ト:,二

ノ

II.ノ 、リ ニ1-i有

一

 

詩ケ レ ツ

 

GF.メ ・し ラ 菌

菌

第24圖

B-C)家 兎 血川し ノ之ボ ス影 警

B一 ノ「'向 菌C.ノ く 腸

　A

省

(

η 」レコA

府腸た
＼

(1)-E-F)易 りμBく 兎 腸 管 運 ナ厚二 及 ボ ス 影 型

D・)コ レ ラ1筒E .赤 勧 府F

菌腸

(G-H-1)別 出 海si・1一館 運 動 二 及 ボ ス寧壇

G・)・・L.ラ 菌H .)・h;・山 有Lノ く



井 下 論 文 附 圖(5)

第26圖

健 康 家 兎 血歴 二及 ボ ス第 四「フラ クチ オ ン」ノ影 響

A・ ド降 度12mmHg.(23・5%)Bド 降 度12mmHg.(19%)

第27圖

結 核 家 兎血 歴 二及 ボ ス薄
「ツベ ル ク リン」ノ影 響

A.下 降度16mmHg.(29%》

Cド 降度17mmHg.(26%) D.ド 降度20mmHg.(28%)

B・ 一ド降 度15mmHg .(27%)

第28圖

結 核家 兎 二及 ボ ス第 四「フラ クチ 才 ン」ノ影轡

Aド 降度12mmHg .(22%)B .ド 降 度llmmHg.

C.下 降度18mmHg。(30%)

C・ ドF綾10mmHg .(17・6》D.ドF纏1・mmH{r(2295) D・ 下 降 度10mmHg .(2295)



第11號 】 井下=結 核菌培養 漉液 中 ノ血 護下降物質 二就 テ1371

シ其血歴下降度僅少 ナリ。

(御指導蚊御校閲 ノ拶 テ賜 ハリシ今村教授二

深謝 シ終始鞭捷忠言 テ惜 マレザリシ西垣博士二

謝意テ表 ス)。
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